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　三三な慮に澤山の人間が住んで居る冷めでもあらう，一般に日本人は星を
愛し星に親しむものが少ない・中には相當な鑑賞眼の持主も其の道のもの以
外に可成り有るに違v・なv・・日常我等も撞には星を見る者を見うける・併
し彼等の殆んど総てはし星が出てみるから明Hは御天氣！コ位にしか考へてる
ない．星の存在と云ふ事については生るで天氣回報の封象にしか考へてるな
いのだから情けなくなる．
　観る眼をもつて見れば星にも心があり魂があるのだが，一寸見には仲々そ
れは判からなVb・試うみに五分間でよいから月を見つめてみるがよV・．月面
の模様が手にとる如く判る事は云ふまでもないが，月の自弊も判るやうな氣
がするし，決して月は盆のやうなものではなく，明らかに中室にボツカリ浮
んだ球禮である事が観取され，風でも吹けば今にも動き出しさうに見える．
是れが月の心であり魂である．
　星の光をプリズムに通して分光すればそれに依って星の温度を知り，星を
生成してみる種々の元素も知れる．叉，其の星が地球に近づきつSあるか，
遠ざかりつSあるか，距離はどの位あるか？共の他，色々な事を知る事が出
來る．星の分布を研究すれば宇宿の構造も知れる，宇宙の訓1秘を旧き宇宙は
決して無限でない事を知るのも天文學の御蔭である．
　我等は天文學を禮讃するが，天文學至上主義論者ではない．學問そのもの
の償値についての議論は別として，日常我々の三つかなv・職で斯程まで我々
の日常生活に重要な役割を演じてみるのである事を認識して新しい眼で見な
ほさなけれ．ばならぬ．
　天文學ぼど難解な學問は他にあるまい．総てが高等な数理の計算に依らな
ければならなv・．ベラボ1な数字の羅列が天文學で，わからなv・のが天文學
である．そして最もとりつき易V・，萬人に親しまれるのも天文學である．貴
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賎貧富の別なく誰にでもふんだんに研究材料を提供してみる事は天文學の一
特長である．實にも我等の研究題目は無審藏であって，是非とも我等後輩の
手に依って完成させなければならぬ．
　我等三次元世界の動物に四次元世界を認識する事が出來るだらうか？誰も
が，もしも，斯様な宇宙の神秘を旨き得たとしたならば，彼は恐らく天文學
に生きる事を人生に於ける最も幸幅なるものとして味はう事が二二るであら
う．
　軍に高遠な理論ぱ抜きにして上々の連鎖を追ひ，ギリシャや羅馬の二三乃
至は丁壮榊話の連想もよからう，織女や牽牛を観て世界に比類なき七夕の傅
説を連想する丈けでも興味は津々として墨きないものである．我等は弓庭に
世人が如何に星に威して無關心であるか，其の～例を引用する．
　有名な大町忌月氏は我が國の代表的文學者として自他共に許してみるが，
氏の迎妻紀行文を見るに（現文のまS）
　L霜さゆる十月の末の星月夜，銀河一道中天を横断して北斗七星我が頭上に
高し，風死したれど漏壷夜のふくると共に加はりて，余は車の上にふるへた
り・仲略）われを載せゆく車夫も亦人の子なればとて，夜＋二時，勝山剛乙
つきて一族店をたNき起して車夫と共にやどりぬ．高温は津由を去ること八
里，米子まではなほ十六里をあませり．■云lt一一一一我等は決して氏の文學上の
批判をするものでない．寧ろ我等は師表として仰V・でるるものであるが，時
期が十月の末の十二時前後であるから，成る程銀河一道中天を横断してみる・
然し，北斗七星はどう見なほしても頭上に高く見へる筈はない．大龍銀河と
北斗七星は正反封にあるもので，是れは少しく星を見た事のあるものは諒解
されるのであるが，北斗七星ではなく，Lカシオペヤ座が頭上に高し「とせね
ばならない．何分明治時代のものではあるけれど世人も今少しく星に親しみ，
星に射して再認識を希望して止まない．我等はカ1ライルの老年の歎きを再
びしたくない．
1934年5，月25日記 大阪にて　　草　　揚 修
（註　長文のため精細なる二二は省略す御二二を請ふ一一編者）
